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新町長に

菊 地 政 治氏が
選ばれました

任
期
満
了
に
伴
う
国
見
町
長
選
挙
は
、
十
一
月
十

三
日
告
示
さ
れ
、
菊
地
政
治
氏
・
佐
藤
普
右
工
門
氏

の
両
氏
が
立
候
補
し

、
十
一
月
十
八
日
午
前
七
時
か

ら
町
内
五
ケ
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

即
日
開
票
の

結
果
。
菊
地
氏
が
四
千
四
百
五
十
八

票
、
佐
藤
氏
が
三
千
七
百
七
十
七
票
で
、
菊
地

氏
が

初
当
選
し
ま
し
た
。
（
投
票
率
は
九
四
・
九
九
％
）

ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
補
欠

選
挙

で
は
、
佐
藤
晶
介
氏
が
四
千
九
百
七
十
四
票
、
鈴
木

伴
治
氏
が
三
千
五
十
票
で
、
元
議
員
の
佐
藤
氏
が
返

り
咲
き
ま
し
た
。

就
任
あ
い
さ
つ

国
見
町
畏
就
任
に
当
り
一
路
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
大
多
数
の
町
民
の
方
々

の
信
任
を
受
け
、
町
政
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
、
鰄
に
身
に
余
る
光
栄

と
存
じ
ま
す
。

私
は
つ

い
先
日
ま
で
、
町
議
会
議

員
と
し
て
二
十
五
年
有
余
、
皆
さ
ま

方
と
Ｉ
諸
に
町
政
の
一
端
に
参
画
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
選
挙

を
通
じ
、
町
民
の
箭
さ
ま
に
直
接
触

れ
合
い
、
生
の
声
を
聞
く
と
と
も
に
、

私
も
公
約
を
掲
げ
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
い
ろ
い
ろ
約
束
を
い
た
し
ま
し
た

が
、
政
泊
を
志
ざ
す
者
と
し
て
責
任

の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
今
後
の
Ｉ
と

し
て
斬
た
な
る
決
意
を
以
て
、
精
一

杯
頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
更
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、

町
民
本
位
の
活
力
あ
る
、
明
る
く
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

渾
身
の
努
力
を
尽
し
て
参
る
党
悟
で

ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
共
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
甚
だ

簡
単
で
あ
り
ま
す
が
就
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

▲菊地政治蒭町長

||月27日．新町長が初登庁



国
見
町
の
在
学
青
少
年
の

社
会
教
育
調
査

－

い
ま
、
国
見
町
に
住
む
在
学
青
少

年
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
ど
ん

な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
か
、
ま
た
．

学
校
生
活
や
塾
に
つ
い
て
ど
う
い
う

ふ
う
な
考
え
を
し
て
い
る
の
か

Ｉ

こ
の
ほ
ど
、
在
学
青
少
年
お
よ
び
一

般
成
人
の
国
見
町
社
会
教
育
調
査
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
．こ

の
調
責
は
．
町
教
育
委
員
会
が
、

町
内
の
小
学
生
（
五
年
）
百
八
十
名
、

中
学
生
（
二
年
）
八
十
六
名
、
高
枚

生
（
一
！

二
年
）
七
十
一
名
の
計
三

百
一
二
十
七
名
と
、
各
地
区
の
二
十
歳

か
ら
七
十
歳
ま
で
の
一
般
成
人
二
百

八
十
五
名
を
対
象
と
し
、
在
学
青
少

年
に
つ
い
て
は
、
自
分
自
身
、
友
人

関
係
、
家
庭
生
活
、
悩
み
ご
と
な
ど

十
四
項
目
．
一
般
成
人
に
つ
い
て
は

日
常
生
活
の
関
心
耶
、
生
涯
学
習
、

文
化
財
．
膏
少
年
の
非
行
な
ど
十
‘二

項
目
に
つ
い
て
、
今
年
の
一
月
か
ら

三
月
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
も
の
で
す
．

鯛
貪
集
針
．
分
析
は
、
派
遣
社
会

教
育
主
事
の
渡
辺
正
雄
先
生
が
行
い
、

公
民
館
、
町
立
小
・
中
学
校
お
よ
び

Ｐ
・
Ｔ
・
Ａ

、
高
校
保
護
書
会
、
部

落
会
。
婦
人
会
、
地
区
婦
人
学
級
、

公
民
館
事
業
学
級
生
の
ご
協
力
に
よ

り
調
重
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
、
在
学
青

少
年
の
調
査
結
果
の
一
部
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

峯
な
お
、
詳
し
い
綱
査
結
果
を
お
知

り
に
な
り
た
い
方
は
、
町
教
育
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

望ましい父母像

望ましい と思う父母の姿（全体）

塾遍いの理由

父母との話しあい（学校別）

学 校が楽しくない理由（学校別）



第
二
回

町
内
一
斉
美
化
作
業
実
施
さ
れ
る

十
一
月
二
十
丘
口
、
町
青
少
年
育

成
町
民
会
議
主
催
に
よ
る
。
第
二
回

町
内
一
斉
美
化
作
業
が
行
わ
れ
、
各

地
区
推
進
協
議
会
の
計
画
に
基
き
、

各
地
区
で
、
道
路
清
掃
や
集
会
所
の

周
辺
清
掃
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

藤
Ⅲ
地
区
で
は
、
午
叫
匕
昨
か
ら

側
溝
の
ゴ
ミ
あ
げ
や
道
路
の
ゴ
ミ
拾

い
や
草
刈
り
な
ど
、
小
坂
地
区
で
は

午
前
八
時
三
卜
分
に
小
坂
小
幸
校
に

集
合
し
、
各
部
落
ま
で
の
道
路
の
ゴ

ミ
拾
い
や
神
社
な
ど
の
清
掃
。
森
江

野
地
区
で
は
、
午
前
匕
時
か
ら
通
路

や
集
会
所
な
ど
の
清
掃
、
大
木
戸
地

区
で
は
、
午
前
ヒ
時
か
ら
子
供
の
遊

び
場
や
道
路
の
冊
掃
な
ど
、
大
技
地

区
で
は
、
午
的
匕
時
か
ら
神
社
や
集

会
所
の
清
掃
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、

一
時
間
ほ
ど
行
い
ま
し
た
。

こ
の
囗
は
、
風
が
や
や
強
く
帆
寒

い
天
候
で
し
た
が
、
各
地
区
と
も
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な

で
協
力
し
あ
・り
て
作
業
を
し
て

い
ま

し
た
。

一
人
一
人
が
捨
て
る
ゴ
ミ
の
量
は

少
な
く
と
も
、
そ
れ
が
た
ま
れ
ば
膨

人
な
い
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
み

ん
な
で

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
す
み
よ

い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

県
北
中
で

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

十
一
月
十
日
、
県
北
中
学
校
で
は
、

全
校
生
徒
と
職
貝
五
百
六
十
五
名
が

総
出
で
、
午
前
八
時
一
二
十
分
か
ら
、

町
内
の
主
要
道
路
や
観
月
台
公
園
な

ど
の
ゴ
ミ
拾
い
を
午
前
中
い
っ
ぱ
い

行
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
丘
卜

七
ケ
所
と
、
福
島
交
通
バ
ス
待
合
室

の
ガ
ラ
ス
み
が
き
、
公
民
館
周
辺
の

除
草
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
ニ
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
十

台
分
ほ
ど
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
、
生
徒

た
ち
を
ビ
ｙ

ク
リ
さ
せ
ま
し
た
。

道
路
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
生

活
に
密
着
し
て

い
ま
す
の
で
、
い
つ

も
き
れ
い
で
安
全
に
し
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。
自
分
の
手
で
、
自
分
を

他
険
な
め
に
あ
わ
せ
る
よ
う
な
、
あ

き
カ
ン
や
ゴ
ミ
の
ボ
イ
播
て
は
や
め

▲遭路 わきのゴミ檜いをする飛中生（大木戸地区） ▲ゴミ檜いをする小学生（小坂地区で）

昭
和
六
十
年
度

就

学
予

定
者

（
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
～

五
十
四
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
）

来
春
小
学
校
に
人
学
さ
れ
る
ｆ臼
五

十
八
名
の
み
な
さ
ん
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

健
康
に
十
分
注
意
し
て
、
人
学
式

に
は
、
み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
元
気
な

顏
を
兇
せ
て
く
だ
さ
い
。

記
載
も
れ
や
誤
字
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
町
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
酋
八
丘
Ｉ
二

。
一

。

（
敬
称

略

）

・

藤
田
小
牟
校
7
7名

（
男
3
7
、
女
4
0）

武

田

伸

也

吉

ｍ
　
雅

俊

佐

藤

庸

憲

秦
　
　

清

隆

半

澤
　
　

に

永

片

敦

志

後

蘰

賢
　
．

徳

汪

宏

行

徳

江

正

文

八

巻
　
　

敦

渡

邊

昌

彦

奥

山

明

典

牧

野
　
　

靖

遠

藤

貴

司

吉

田

鏡

正

加

藤

寛

章

佐

藤

謇

法

鈴

木
　
　

寛

斎

藤

正

博

佐

藤

雄

介

古

川

智

之

八

鳥

隆

記

佐

藤

昌

浩

秦
　
　

憲

宏

齊

藤
　
　

理

佐

藤

真

也

菊

地
　

勝

佐
久
間

洋

之

古

田

賢

吾

松

浦

芳

浩

洩

野

侵

子

大

槻

史

子

中

條

美
奈
子

佐

藤

千
賀
子

松

浦

睦

子

齊

藤

梨

絵

村

上

さ
と
子

阿

部

夏

樹

佐
々
木

久
美
子

武

田

亜

弓

牧

野

友

美

宍

戸

智

美

古

田

友

江

菊

地

真
由
美

佐

藤

弘

葵

佐

藤

真
理
子

洩

野

久
葵
子

加

藤

美

香

國

分

有

子

後

藤

瑞

穂

齊

藤

利

夫

紺

野

哲

朗

徳

江

真

宏

星
　
　

賢

英

三

木

雅

史

古

内

宣

勝

渡

邊
　
　

香

内

海

加

奈

粟

野

智

美

徳

江

京

子

安

彦

真
利
江

高

橋

玲

子

石

澤

真

理

田

中

美
保
子

秦
　

祐

子

上

林

美

里

小

林

絵
美
子

斎

藤

友

喜

八

巻

里

枝

三

木

郁

絵

渡

邊

美

佳

菅

野

幸

子

村

上
　
い
ず
み

本

田

若

子

東
海
林

路

子

松

浦

順

子



町
水
道
課
か
ら

”
水
道
管
は
寒
さ
に
弱
い

早
め
に
防
寒
を
”

水
道
管
の
凍
結
す
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
？
め
に
凍
結
破
裂
防
止
の

‐
め
。
布
。
藁
、
発
池
ス
チ
ロ
ー
ル

な
ど
を
利
川
し
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な

ど
で
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
電
熱
に
よ
る
凍
砧
防
止
器

な
ど
も
有
り
ま
す
の
で
、
町
指
定
の

水
道
Ｔ
一
事
店
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

”
水
道
管
が
凛
つ
た
と
き
、
破
裂
し

た
と
き
の
応
急
処
皿
・

一
．
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

凍
っ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
に
布
や

タ
オ
ル
等
を
十
分
に
啓
き
つ
け
、

ヌ
ル
マ
湯
を
長
い
時
間
か
け
る
。

急
に
か
け
る
と
破
裂
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
す
る
こ
と
。

二
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

元
栓
を
止
め
る
。
止
め
る
こ
と
の

出
き
な
い
と
き
は
、
布
な
ど
を
巻

き
水
が
飛
敵
ら
な
い
よ
う
に
し
て

町
の
指
定
水
道
工
事
店
へ
修
理
を

依
頼
し
て
下
さ
い
。

○
水
道
管
蛇
ロ
メ
ー
タ
ー
等
給
水
設

備
の
凍
結
破
裂
に
要
し
た
費
用
は
、

需
要
者
の
皆
さ
ん
に
ご
負
担
し
て
い

た
だ

く
こ

と
に
な

り
ま

す
の
で

十
分

な
管

理
を

お
取

い
し
ま

す

。

岡
‥
｝’町
水

道
Ｔ
一
事
桁

定
店
及

び
年

木

弟
始
の

当
喬

は
次

の
通

り
で
す
・

％
％

国

見

ガ
ス
販

光

瓮
・
・

．
’．一
ｔ

Ｍ
　

県
北

水

道
　

？

亠

剔

‘一

河
　

後
鱗

設
蝉
　

峠
一一
Ｊ

∞
ｒ

％

半
沢
水

道
工
業

所

峠
一こ

匹
Ｍ

％
　

斎
久

般
備
　
　

峠
ｙ

し
シ
ｏ

％
　

国

見

設
蝉
　
　

０
　、

昭
和
六
十
年
度

造
林
計
画
申
請
な
ら
び
に

造
林
用
山
行
苗
注
文
受
付
に
つ
い
て

昭
和

六
十
年

慶

（
春

植

）
造
林
計

両

中
誚

な
ら

び

に
造
林

用
山

行
苗
の

巾
し
込

み
を

受
け
付

け

い
た

し
ま
す

Ｉ

‐

－

‐

の
で
、

造
林

地
の
字

名

・
地
番

・
地

‐

－

目

・
面

磧
な

ど
を
正

催

に

お
調

べ
の

Ｉ

う
え
印

鑑
ご
持

参
で

福

鳥
轟
林

組
合

（
岡
山

駐
在
所

北
隣

昔
）一一四
‐

き
Ｉ

）

ま
で
直

接
中
し

込
み

く

だ
さ

い
。

注
文

苗
木

に
つ

き
ま

し
て

は
、
申

し
込
み

の
約
束

を
守

る

た
め
の

代
金

の

一
部

｛
予
納

金

｝
を

苗
木

一
本

に

付

ス
ギ

（
ヒ

ノ
キ

）
四
十

円
、

ア

カ

マ
ツ

（
カ
ラ

マ

ツ

）
ニ
ト

円

碵

か
る

こ
と

に
な

っ
て

い
ま
す

。

ま
た
、

森
林

組
合

で

は
造
林
ｍ

山

－

‐

行

苗
木
の

他

に
林
地

除
草

剤
・
林

地

―

－

―

－

肥
料

・
境

界
杭

・
椎

茸

・
な
め

こ
の

１棧

駒
な
ど

も
取
扱

っ
て

い
ま
す
の

で

お
巾

し
込

み
く
だ

さ

い
。（
電

話

も
可

’

昭和６０年度

造林用山行苗木価格表

ス　　ギ �３年 �60Cm�

１本　82円

��45 師�１本　80円

��35 師�１本　77円

ヒ ノ キ �３年 �45㎝ �１本　85川

アカマツ �２年 �25
㎝ �｜本　45円

��20∽�１本　42円

カラマツ �２年 �4 0 �｜本　53口

大

友

陽

子

・

小
坂
小
学
校
2
1
名
（
勇
1
4
、
女
７
）

渡

邊

智

徳

鴨

田

善

昭

安

藤
　

航

鴨

田

清

敏

後

庫

尚

志

佐

藤

文

孝

佐

藤

真

男

安
孫
子

さ
と
み

橘
　
　

ひ
と
み

古

田

や
す
子

佐

藤

宏

美

遠

藤

真

泊

安

藤

隆

之

佐

藤

代

至

永

田
　
　

学

佐

藤
　
　

掌

齋

藤

智

之

古

溝
　

孝

佐

藤

路

子

吉

崎

悦

子

還

蕕

綾

子

・

森
江
野
小
学
校
2
8
名
（
男
1
3、
女
1
8
）

石

川

智

則

佐

藤

勝

行

菊

地

貴

雄

佐
久
間

誠

刪

八

巻
　
　

哲

徳

江

博

之

齋

蕗

鉄

也

佐
久
間

泉

美

村

上

絵

美

佐

藤

祥

子

八

巻

大

介

村

上

智

義

大

波

英

幸

大

内
　
　

哲

伊

藤

陸

遭

斎

藤

洋

平

菊

地

幸

子

斎

藤

舞

子

佐
久
間

梨

恵

佐

藤

智

美

廣

居

久
美
子

古

田

久
美
子

村

上

仁

美

近

野

文

恵

古

田

美
和
子

素

藤

美

樹

武

田

梨

枝

菊

地

利

江

八

巻

容

子

・

大
木
戸
小
学
校
1
9
名
｛
男
１１
．
女
８

｝

遠

藤

勝

之

渋

谷
　
　

剛

松

浦

順
　
一

阿

部

俊

和

高

橋

和

志

松

田

成

義

松

浦

佳
奈
子

高

檎

由
美
子

岡

田

セ
イ
子

斎

藤

美
和
子

森
　
　
　
　

晃

竹

田
　
　

学

長
谷
川

貴

士

大

沼

哲

也

志

村

智

之

松

田

美
智
子

桜

澤

真
由
美

長
谷
川

裕

子

鈴

木

梨

香

・

大
枝
小
学
校
１２
名

（
男
７

、
女
５
）

佐

藤
　
　

誠

還

藤

昭

芳

佐

藤

雅

嗣

齊

藤
　
　

蜘

佐

藤

香

織

鈴

木

祥

子

瀬

一
尸

修

司

井

砂
　

剛

鈴

木

智

史

松

浦

典

子

鈴

木

郁

恵

卵

木

絵
理
子



交
通
死
亡
事
故

相
次
い
で
発
生

国
見
町
で
は
、
五
十
六
年
十
一
月

二
十
八
日
以
来
ヽ

交
通
死
亡
事
故
Ｑ

日
数
を
継
続
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

十
一
月
二
十
七
日
、
さ
ら
に
同
月
一
二

十
日
と
連
続
し
て
死
亡
事
故
が
発
生

し
、
継
続
日
数
も
Ｆ
九
卜
五
日
で
ス

ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

次
の
こ
と
を
よ
く
守
り
交
通
安
全

を
図
り
ま
し
よ
う
。

車
を
運
転
す
る
時
は
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
、
バ
イ

ク
は
五
十
｀

で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し

駐
車
違
反
は
追
突
事
故
や
子
供
の

と
ぴ
出
し
な
ど
大
き
な
事
故
原
因

に
な
り
ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し

年
末
に
な
る
と
飲
酒
の
機
会

が
多

く
な
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対

や
め
ま
し
ょ
う
。

重
大
事
故
は
速
度
の
出
し
す
ぎ
に

よ
る
も
の
が
大
多
数
で
す
。
五
キ

ロ
減
速
で
安
全
運
転
を
し
ま
し
ょ

自
転
車
の
無
灯
火
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
夕
方
は
ｕ
ｒ
め
に
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

禎
雪
、
凍
結
時
は
特
に
車
間
距
離

を
十
分
に
と
り
、
減
速
走
行
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の
交
通
事
故

防
止
運
助
期
間

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
十
五
日

～

昭
和
六
十
年
一
月
十
四
日

▲11月30日に発生した交通死亡事故

あ
つ
か
し
俳
句
会
が

記

念
句
集
を
寄
贈

会長の
額田　 一怡 さん

あ
つ
か
し
俳
句
会
（
熊
田
一
拍
会

長
）
で
は
、
会
発
足
十
五
周
年
を
記

念
し
句
集
を
作
成
し
、
こ
の
ほ
ど
。

町
に
九
冊
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。あ

つ
か
し
俳
句
会
で
は
、
会
発
足

三
周
年
、
十
周
年
と
、
過
去
二
回
記

念
句
集
を
発
行
し
、
今
回
で
一
二
回
目

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
二
十

八
名
が
そ
れ
ぞ
れ
費
用
を
出
し
合
い
、

二
百
部
を
作
成
し
た
も
の
で
、
会
員

全
員
の
句
、
約
八
百

句
が
載
っ
て
い

ま
す
。

町
で
は
、
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た

句
集
を
、
各
小
中
学
校
、
公
民
館
な

ど
に
備
え
つ
け
、
役
立
た
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

菅
野
巡
査
が
赴
任

小
坂
・
山
崎
｛

一
郎

｝
を
担
肖菅 野巡 査

十
一
月
二
十
七
日
か
ら
、
藤
田
駐

在
所
に
、
宗
像
巡
査
の
後
任
と
し
て
。

菅
野
尊
典
巡
責
が
赴
任
し
ま
し
た
。

菅
野
巡
査
は
、
東
和
町
出
身
で
二

十
四
歳
。
桑
折
警
察
署
外
勤
係
か
ら

の
転
任
で
す
。

地
区
の
み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

顧
い
し
ま
す
。

身近にある野草・薬草

⑥

キカラスウリ

北
海
道
南
部
か
ら
本
州
、
四
国
。

九
州
に
自
生
す
る
二
年
草
。
持
に
東

北
地
方
に
多
く
分
布
し
ま
す
。

カ
ラ
ス
ウ
リ
に
似
て

い
ま
す
が
、

花
は
カ
ラ
ス
ウ
リ
と
異
な
り
、
眷
か

ら
秋
に
か
け
て
、
日
没
後
の
ま
だ
周

囲
が
明
る
い
う
ち
に
開
花
し
ま
す
。

果
実
が
黄
色
い
楕
円
形
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
や
葉
に
毛
が
な
く
、
光
沢
が

あ
る
点
も
カ
ラ
ス
ウ
リ
と
区
別
で
き

ま
す
。

実
が
黄
色

い
と
こ
ろ
か
ら
名
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

▼
薬
用
▲

很
、
睡
子
と
も
秋
に
採
取
し
ま
す
。

根
は
外
皮
を
は
ぎ
と
り
、
水
洗
い
し

た
の
ち
、
乾
燥
を
早
め
る
た
め
輪
切

り
に
し
て
日
干
し
に
し
ま
す
。
種
子

は
熟
し
た
果
実
を
水
の
中
で
砕

い
て

と
り
出
し
、
日
干
し
に
し
ま
す
。

解
熱
・
せ
き
止
め
に
　
一
日
量
と
し

て
乾
燥
し
た
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
の
根
（

括
楼
根
）
十
～
十
五
グ
ラ
ム
を
水
四

百

｀
で
煎
じ
、
三
回
に
分
け
て
服
用
。

母
乳
の
出
を
よ
く
す
る
た
め
に

乾

噪
し
た
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
の
種
子
（
括

楼
仁
）
五
～
ハ
グ
ラ
ム
を
煎
じ
て
服

用
し
ま
す
。

▼
食
用
▲

若
葉
は
春
先
、
手
で
つ
み
と
り
ま

す
。
果
実
は
十
一
月
ご
ろ
、
は
さ
み

か
ナ
イ
フ
で
切
り
と
り
ま
す
。

料
理

葉
は
生
の
ま
ま
、
き
れ
い
に

水
洗
い
し
、
水
け
を
よ
く
き
っ
て
か

ら
衣
を
つ
け
天
ぷ
ら
に
。
ま
た
は
、

塩
一
つ
ま
み
を
入
れ
た
た
っ
ぶ
り
の

熱
湯
で
ゆ
で
、
冷
水
に
と
っ
て
手
早

く
冷
ま
し
、
水
け
を
き
り
、
ご
ま
あ

え
、
か
ら
し
あ
え
、
油

い
た
め
に
。

若
い
果
実
は
一
度
ゆ
で
て
か
ら
煮

物
。
塩
漬
け
、
み
そ
漬
け
な
ど
に
。

熟
し
た
果
実
は
砂
糖
と
い
っ
し
よ

に
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
に
漬
け
込
み
、

熟
成
さ
せ
て
果
実
酒
を
作
り
ま
す
。

（

山
野
草

カ
ラ

ー
百
科

か
ら

）



ふるさとの文化財

⑨町指定史跡

大木戸窯跡群

菊　池　利　雄

厚
樫
山
の
南
東
麓
部
、
大
木
戸
の

新
堤
（
字
中
野
窪

）
西
岸
斜
面
に
は
、

八
～
九
世
紀
の
奈
良
？
平
安
時
代
初

頭
に
か
け
て
、
須
恵
器
の
生
産
が
な

さ
れ
た
四
基
か
ら
な
る
大
木
戸
窯
跡

群
が
あ
る
。

須
恵
器
は
、
古
墳
時
代
岬

期
の
五

世
紀
頃
。
朝
鮮
半
鳥
か
ら
製
作
砒

讌

が
伝
え
ら
れ
た
焼
き
も
の
で
、
陶
部

と
呼
ば
れ
る
古
代
の
部
民
に
よ
っ
て

生
産
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

前
時
代
か
ら
の
弥
生
式
土
器
の
な

が
れ
を
く
む
土
師
器
は
、
野
焼
き
と

い
わ
れ
る
八
百
度
前
後
の
温
度
で
焼

か
れ
た
、
赤
味
が
か
っ
た
素
娩
き
の

土
器
で
あ
り
、
須
思
器
は
窖
窯
を
も

ち
い
て
、
千
二
百
度
以
上
の
商
熱
で

焼
か
れ
た
、
灰
色
ま
た
は
胥
灰
色
扣

硬
く
て
実
用
性
の
高
い
も
の
で
、
壼

・
呎

・
高
坏
な
ど
日
常
の
生
活
に
使

用
さ
れ
る
容
器
や
、
古
墳
の
副
葬
品

等
に
川
い
ら
れ
る
。

須
恵
器
は
。
焼
き
も
の
に
適
し
た

粘
土
と
、
燃
料
が
豊
富
に
得
ら
れ
る

川
岸
段
丘
な
ど
の
斜
面
を
利
用
し
た

昇
り
窯
と
呼
ば
れ
る
窖
窯
で
焼
か
れ

て
お
り
、
大
木
戸
窯
跡
群
の
立
地
条

件
も
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
。

東
北
地
方
で
、
須
恵
器
の
生
産
が

始
ま
る
の
は
、
五

世
紀
に
さ
か
の
ぽ

る
と
い
わ
れ
る
が
、
一
般
的
に
な
る

の
は
八
世
紀
初
頭
頃
か
ら
で
、
福
鳥

市
の
小
食
寺
高
畑
窯
跡
出
土
の
須
恵

器
は
こ
の
時
期
の
も
の
と
さ
れ
。
大

木
戸
窯
跡
群
は
こ
れ
に
次
ぐ
八
世
紀

中
期
頃
、
伊
連
町
の
瀬
戸
場
窯
跡
群

は
八
睛
紀
後
期
頃
か
ら
の
も
の
で
。

九
世
紀

に
な
る
と
、
東
北
地
方
で
の

須
恵
器
生
産
は
各
地
で
盛
ん
に
な
っ

て
く
る
。

高
度
な
工
芸
技
術
を
伴
っ
た
こ
の

窯
で

の
須
恵

器
の

生
産

は
、

亂
北

地
方

で

も
早

い
時

期

の
も

の
で

、

国
見

町
を
中

心
と
し
て

展

開
さ
れ

た
伊

達
郡
西

部
の

古

墳

群
や
．

大
規

模
な
粂

里
遺

構
と

と

も

に
、
こ

の

地
域
の

古
代

史
を

解
明
す

る
Ｌ

で

の

資
重

な
遺
構

で
あ

る
。

大
木
戸

窯

跡
付

近
は

。
古
く

か
ら

須
恵
器

片
の

散
布

が
み

ら
れ
て

い
た

が
、
昭

和
四

十
七
年

三
月

、
国

見
町

教
育
委

員
会

で
は

、
町

史
編

さ
ん
の

資
料
収

集
の

た
め

、
宮
城

県
多
賀

城

跡
調

査
研
究

所
の
工

藤

雅
樹
氏

に
依

頼
し

て
、
発

掘
調

査
が
行

わ
れ

た
。

こ
の
時

出
土

し
た

須
思
器

片
多

数
は

現
在

、
町
の

教
育
委

員
会

に
保
管

が

な

さ
れ
て

い
る
。

窯
跡

群

は
、
現

在
大

部
分

が
新
堤

の
水
面

下

に
あ

っ
て
、
窯

の
哨
上

部

が
わ

ず
か

に
地
上

部

に
現

れ

て

い
る

に
す

ぎ
な

い
が
、

昭
和
四

十
八

年
一
’一

川

、
町
の

史
跡

に
指
定

さ
れ

て

い
る
。

参

考
文
献

国

兄
町

史
一

・
二

巻

国
見

の
文
化

財
第
一
二
集

大
木
戸

窯
跡

発
掘

調
査

。
伊
達
窯

跡

群
網

分
布

調

査
段

告
。

■
表
紙

カ
メ
ラ
歳
時
記

⑨

「
ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

」

竹
の
子
文
庫
で

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

昭
和
五
十
四
年
か
ら
、
自
分
の
家

を
開
放
し
、
家
庭
文
庫
を
閧
い
て
い

る
方
が
い
ま
す
。
西
大
技
字
原
町
一
二

Ｉ
の
小
林
よ
ね
さ
ん

で
一
十
四
歳
）

で
す
。

よ
ね
さ
ん
は
。
娘
の
麻
美
さ
ん
（

大
枝
小
六
年
）
が
一
年
生
の
時
、
こ

の
文
庫
を
始
め
た
そ
う
で
、
当
時
、

公
民
館
で
行
っ
て

い
た
毋
と
子
の
公

民
館
活
動
で
大
枝
地
区
の
指
導
者
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
毋
と
子

の
公
民
館
活
動
の
指
導
者
は
ご
二
年

間
で
終
了
し
、
現
在
は
竹
の
子
文
庫

に
情
然
を
か
け
て
い
ま
す
。

「
こ
の
文
庫
は
。
一
年
間
は
大
枝

文

庫
と

し
て
行

っ
て

き
た
ん

で
す

。

毋

と
子
で

は
一

年

か
ら
三
年

生

ま
で

が
対
卑
で

す
の

で
、

文
庫

は
三
年

生

以

上
の

生
徒
を

対
象

と
し

て
き

ま
し

た
。
当

時
六
年

生
だ

っ
た

女
の
子

が

こ
の
竹

の
子
文

庫
の

名
前
を

つ

け
て

く
れ
た

ん
で

す
。
以

米
、

こ
の
名

加

で
続
け

て

い
ま
す

。
」
と

よ
ね

さ
ん

。

現
在

は
、
本

の
貸

し
出

し
は

あ
ま

り
せ
ず

。
も

っ
ぱ

ら
ゲ

ー
ム
や

折
り

紙
、
ス

ポ

ー
ツ
な

ど
を
し

て

い
ま
す

。

月
一
回

か
二
回

、

土
曜
日

の
午

後
を

利
ｍ

し

て

い
ま
す

が
、
塾

通

い
す

る

ｆ

が
増

え
、

な
か

な
か
集

ま
ら

な

い

と
の
こ

と
。

「

た
と
え
二

、
一
二
人
し

か
子

供
が

集
ま

ら
な

く
て
も

、
折

り
紙
を

し
た

り
、
天

気

が
良
け

れ
ば
外

で
ド

ッ
ジ

ボ

ー
ル

な
ど

し
て

い
ま
す

。
文

庫
と

い
っ

て
も
、
本

の

貸
し
出

し
よ

り
子

供
と

い
っ
し

ょ

に
な
っ
て

遊
ん

で

い

る
と

い
う

感
じ
で

す
ね

。
で

も
、
そ

れ
で

い

い
と
思
っ

て

い
ま
す

。
今
後

も
、

少
し
で

も
子

供
の

た
め

に
な

る

よ
う

続
け

て

い
き
た

い
。
」

と
熱

っ

ぽ
く

括
る
よ

ね

さ
ん
で

す
。



昭
和
六
十
年
度

国
見
町
奨
学
生
募
集

当
町
で
は
。
故
山
田
長
一
氏
が
町

出
身
者
の
青
英
・
奨
学
の
た
め
に
寄

付
さ
れ
た
財
産
な
ど
を
も
と
に
。
奨

学
金
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

六
十
年
も
、
次
の
要
領
で
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
町
教
育

委
員
会
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

現
在
、
中
学
ご
一
年
生
で
希
望
の
方

は
県
北
中

学
校
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

・

俸
学
資
會
（
毎
月
）

○
募

集
人
員

若
干
名

○
金
　

額

高
校
八
千
円
以
内

高
専
一
万
円
以
内

大
学
一
万
五
千
円
以
内

◆
入
学
支
度
盒
（
入

学
時
に
貸
与
、

一
年
以
内
に
月
一

で
返
還
）

○
募

集

人
員

若
千
名

○
金
　

額

高
校
五
万
円

大
学
二
十
万
円

偽
国
、
県
や
他
の
団
体
か
ら
同
種

の
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
ま
た
は
、

給
与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が
前

提
と
な
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
期
間

昭
和
六
十
年
一
月
七
日
か
ら
一
月

二
十
五
日
ま
で
。

※
く
わ
し
く
は
「
か
い
ら
ん
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

藤
田
保
育
所
の

入
所
児
童
募
集

藤
田
保
育
所
で
は
、
昭
和
六
十
年

度
の
新
入
児
童
を
次
の
と
お
り
募
集

い
た
し
ま
す
。

〇
受
付
期
同

一
月
二
十
一
日
剛
か
ら
一
月
二
十

五
日
ｔ
八

こ
二
〇
～
十
七
・
〇
〇

受
付
場
所

国
見
町
役
場

対
象
年
齢

Ｏ
歳
か
ら
就
学
未
満
児

募
集
定
員

一
〇
〇
名

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
鑑

※
詳
し
い
こ
と
は
、
藤
田
保
育
所
（

酋
八
五
一

二
一
二
七
四
）
か
役
場
住
民

課
福
祉
係
｛

き
八
五
一
二

一
一
一
内

線
四
二
｝
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

昭
和
六
十
年
度

幼
稚
園
児
を
募
集

国
見
町
教
育
委
貫
会
で
は
、
就
学

一
年
前
の
幼
児
を
対
象
と
し
て
園
児

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

入
園
希
望
者
は
。
左
記
の
と
お
り

申
し
込
み
下
さ
い
。

記

申
し
込
み
場
所
　
藤
田
幼
稚
園
、
森

江
野
幼
稚
園
（
人
園
願
書
樺
は
各
幼

稚
園
に
あ
り
ま
す
。
）

申
し
込
み
期
間
　
六
十
年
一
月
十
日

啝
～
一
月
十
二
日
出
（
な
お
十
日
、

十
一
日
は
午
後
か
ら
、
十
二
日
は
午

前
中
に
申
し
込
み
願

い
ま
す
。
）

※
く
わ
し
く
は
「
か

い
ら
ん
」
を
ご

覧
下

さ
い
。

喩 霤'¥ 集断の怖さ４
へ

ａ 儡勾

く@甅2 叫

昭和59年工業統計調査

石油消費構造統計飼査

轟 ● ● ● ４ １ １』 よｆ，ｊ ’ｊＪ･● 蒭 ●･j

● 亅･ｇ ● ● ｉ･ｌ ｔ･１ ● 鑰 龝/.･l! ●1･.

』 ● ●s ・.･亅 ． ｌ ●・ ●ｉ：Ｉｌｆｌ Ｓ 昌

櫚 气 ｓｉ ｊ ● 興 畠 吶 吶ｓ ｕ 嶢 ●･ｕ 肖 ａ

●ｌ･1.4 寸ｌ･ ａ ｊ ・ ４ ｆ ｌ ． ● 、・ １ ．

皿 ．･：・ ・ ・ｌ ｊ ｌ ●Ｉｓ ・ ｔ ●１

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（

十
一
月
二

十
八

日
献

血
者

）

敬
称
略

《
一
般
協
力
》

実

沢

正

美

吉

田

は
る
い

廣

居

重

夫

菊

地

孝
　
一

宍

戸

文

平

佐

藤

直

子

後

藤

ス
ズ
子

大

津

森

治

屹
久
間

正

弘

八

巻

ア
　
キ

斎

藤

規

雄

徳

江

征
　
一

斎

藤

恵
美
子

粛

藤

勇

子

佐
久
閲
　
ッ
ヤ
子

吉

田

英

夫

稲

村

秀

子

村

上

奔
紀
子

浦

野

秀

夫

佐

藩

息
美
子

渋

谷

て
　
い

總

江

博

典

松

浦

惣
　
一

穂

苅

栄

治

古

田

と
き
子

佐
久
間

憲
　

】

徳

江

紀
江
子

本

多

イ

ト

徳

江

の
　
ぶ

佐

藤

文

子

宍

戸

キ

イ

ハ
　

巻

民

栄

佐
久
間

正

男

後

藤

繁

雄

宍

戸

陬
　
一

森

林

喜

助

佐

藤

英

子

近

江

幸

江

斎

職

福

子

半

沢
　
　

豊

高

檎

千
枝
子

高

檎

正

志

武

田
　
ア
ヤ
子

大

泉

光

子

高

橋

千

秋

佐

藤

公

子

宇
佐
美

武
比
古

佐

藤

敏

夫

菊

地

政

志

秋

葉

多
希
子

朽

木

好

秋

伊

藤

信

正

（
国
見
町
農
協
）

佐

藤

長

喜

小

野

良

夫

小

池

串

吉

大

波

健
　一

菊

地

冨
紀
子

佐

藤

愛

子

佐
久
間

伊
勢
男

熊

坂

文

男

偽

木

秀

雄

（
轟
江
野
小
半
校
）

佐

藤

牧

衛

佐

廊

祐

子

楓

内

孝

夫

石

幡

清

朗

芝

田

俊

久

《
生
協
国
見
店
》

松

村

光

二

渡

辺

‘正

暇

高

橋

智

子

蓬

田

笑

子

川

村

シ
ヅ
子

高

檎

千
恵
子

斎

藤

よ
し
子

佐

藤

ナ

・・
｀

扈
　
　

と
よ
子

堀

越
　
一
　
裕

佐

藤
　
　

仁

佐

藤

ゆ
か
り

大

波

み
き
子

半

沢

ア
サ
子

斎

藤

里

子

本

間
　
　

郁

高

檎

賢

一

稲

村

あ
や
子

佐

藤
（

ル
ミ

高

檎

キ
ヨ
子

加

蘓

倍

子

富

樫

真
智
子

秋

元

久
二
夫

（

清

水

製

作

所

）

秦
　
　

善

五

後

藤

徳

良

荻

原

渭

人

土

屋

広

美

高

橋

成
　
一

林
　
　

和

広

太

斉

敏

博

曳

地

す
み
え

（

国

見

精

機

》

反

田

キ
ミ
イ

菅

野
　
　

実

横

山
　
フ
　
ク

高

檎

庄

次

高

橋

直

子

（
一

見

町

役

場

》

小

池

芳

男

佐

藤

和

夫

大

波

和

浩

小

野

智

教

羽
根
田

孝

司

大

波
　
　

健

菅

野

信

朗

引

地

由

則

高

橋

喜

久

協
力
者
　

一
二
二
名

採
血
者
　

一
一
一
名



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

生

活

協
同
組
合

鵬

鳥
消

費
組
（
ｎ
か

四
万

一
千
川
‐

生

協
祭

チ
ャ

リ
テ

ィ

ー
バ

ザ
ー
収

謚
念

国

見

町
農
業

祭

実
に
　
コ

　（

長

、
松
浦
万

助

さ
ん

）
か

ら

五
万
一
二
ｆ
一
二
百
七

十
円

と

タ
オ
ル

セ
ッ
ト
な

ど
二

十
二

点
卜
農

業
祭

チ

ャ
リ
テ

ィ

ー
バ

ザ
ー
売
上

金

Ａ
コ
ー
プ
国
見
店
か
ら

二
万
九
千
百
十
五
円
－

Ａ
コ
ー
プ

開
店
四
周
年
記
念
ワ
タ
ア
メ
売
上

金

‐国
兇
歌
謡

ク
ラ
ブ
（
代
表

大
波

利
雄
さ
ん
）
か
ら

一
万
円
卜
歌
謡
祭
益
金

県
北
中
学
校
に

佐
久
間
弘
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

二
万
円

藤
田
小
学
校
に

小
林
亨
さ
ん
｛
本
町

｝
か
ら

一
万
円
１

故
幸
三
郎
さ
ん
の
ご
遺

志大
木
戸
小
学
校
に

八
島
溥
正
さ
ん
（
山
崎
北
）
か
ら

大
木
戸
小
学
校
刷
辺
カ
ラ
ー
写
真

一
点

－

田
幼
稚
園
に

小

林

亨
さ

ん

（
本

町

）
か

ら

‐‐
万
円
－

故
幸
一
二
郎

さ
ん

の
ご
遺

志森
江
野
小
学
校
に

八
島
愽
正
さ
ん
（
山
崎
北
）
か
ら

森
江
野
小
学
校
の
航
空
写
真
一
点

薯
田
保
育
所
に

小
林
亨

さ
ん

（
＊

町

）
か

ら

一
万
円
－

故
幸
一
二
郎

さ
ん

の
ご
遣

志

お
詫
び

と
町
正

十
一
月
‥η
九
ペ
ー
ジ
の
写
真
説
明
中
、

遊
佐
生
咾
会
長
と
あ
る
の
は
、
事
佐
美
ｋ

徙
会
長
の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。。

今

日

の

歳

時

記

北
　

風

Ｉ

た
か

ぜ

冬
の
季
節
風
で

、
ア

ジ
ア
大
陸
に
発

生
す
る
寒
冷
な
高
気
圧

か
ら
吹
き
出
す

北
西
、
ま
た
は
西
寄
り
の
強

い
風
。
と

き
に
は
風
速
十

歙
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
こ

と
が
あ
る
。

こ
の
風
は
裏
日
本
で
雷
を
降
ら
せ
、

喪
日
本
で
は
乾
燥
し

た
か
ら

り
風
と
な

「
き
た
」
と
い
っ
た
だ
け
で
北
風
を

意
昧
す
る
。
朔
風
、
北
吹
く
、
大
北
風

｛

お

お

ぎ

た

｝

胄
空
に
寒
風

お
の
れ
は
た
め
け
り皐

田
男

峻

！

よ

ぎ

る

袰

風

に

育

あ

す

な

ろ

う喜
八

寒
風
や
た
く
ま
し
と
見
し
ひ
と
の
そ
ぱ

信
子

戸籍の窓口
(Ｕ 月受付分)

出生おめでとうござい ます
子 の 名 保 霞 者　 留 落

千　 恵(ち　　え)八巻　
正明　源宗山北

美　奈(み　　な)菊地　 敏裕　第 十 一
尚　子(しょうこ)林　 郁夫　太 田 川

静 番(し ず か)佐
久間　登　第　 一

国　宏くくにひろ)八眷 顧光　第　 七
菫矢子(あ や こ)神田　和博　富　 柬

恵( め ぐ み)安孫子和夫　宮 町 南
裕　薺(ひ ろ み)高橋 泰彦　 第 十 一
ご 結婚おめでとうござい ま'す

暖　　　 名　　　　　　 銘　 落

齊 藤　渭　葵　　　　 石毋田喪
飯 沼 恵 美　　　 梁 川 町
松　浦　常　推　　　　 並　 柳
伏　見　キイ子　　　　 飯 舘 村
佐 簾 一　也　　　　 上　 野
橘　　 多真恵　　　　 梁 川 町
寺 鳥 正 樹　　　　 第 十 一
捧 田 清 美　　　 桑 折 町
渡 邉　英 繝　　　　 小　 坂
小 澤 みゆき　　　　 福 鳥 市
亀 隅］ ● 樹　　　 宮 町 南
宍 戸 裕 子　　　 福 島 巾

斎 藤 溝 敏　　　 徳 江 北
佐 蕀 弘 子　　　　 泉 田 中
暑　妻　喞　二　　　　 第　 三
橘 内 光 子　　　 梁 川 町
佐久間　伊勢男　　　　 第　 二
佐 藤　 美貴子　　　　 梁 川 町

お く や み 申 し 上 げ ま す

氏　　　 名　　　 年齢　　 郎　 蘊

実　沢　ノ丶　ル　　61　　 第 十 二
阿 部　サ　ヨ　　79　　 貝　 田
寺 鳥　 トシ子　　 ５７　　 第 十 一
宍　戸　武　雄　　79　　 纂　 一
仲 野 ス エ　　82　　 来 田 中
八　鳥　　 健　　78　　 高　 城
菊 地　　 正　　58　　 石毋田庫
小　 林　争三郎　　 ８４　　 本　 町

渋
谷　ヒ　 デ　　93　　 光 明 寺

玉　手　キヨイ　　　62　　 中　 郎
星 野　ト　 キ　　57　　 光 川 寺

人口 と世 帯
12月１日現在(前月比)11月中のうごき

人
　
　

口

男5.848 人 （－ １）

女6  .183人(  + 3 )

針12  .0 引人(  + 2 )

世帯数2.  9 戸（＋6 ）

転 入24 人

転 出　19人

出　生　８人

死 亡　11人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二庸 相 鮫 室 （東●人口々らlf入り下さい）

時 間 ： ９ 畤 ～1211手

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お飢僅にご相談下さい。秘密は絶 対に守ります。
〔相 談 員〕

12月25日（火）佐久間　蔽・村上ハツヨ

１月５日（土）樋口　 弘・渋谷　愛子

１月朝 日 ( 月 ) 菊地 平助・長谷川キン

１２月　 師走（しわす）

21日(鈔jヽ 中学校２学 期終 業式

22日吩 冬 至

23日(剛皇太子艇生 日

25日㈹ クリ スマス

Z8日吻官庁卿用納め

31日９ 大みそ か

１月　睦月 （むつき）

１日脚元 日

２日休洳荷・初夢

４日吻官庁 卿用始め

10日聆 』ヽ中学校３学期始業式

11日銜鏡開き・蔵開き

15日脚 成人の日



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館
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マ
ジ
ッ
ク
だ
こ
に
挑
戦

～
少
年
仲
問
づ
く
り
教
室
～

少
年
仲
問
づ
く
り
教
室
の
「
た
こ

つ
く
り
、
た
こ
あ
げ
」
は
、
卜
二
月

九
日
午
前
九
時
か
ら
。
教
室
生
四
卜

こ
一
名
が
参
加
し
、
公
民
館
で
川
か
れ

ま
し
た
。

福
鳥
巾
渡
利
の
伝
統
が
ん
八
研
究

家
の
羽
ｍ

善
一
さ
ん
を
講
師
に
、
サ

Ｉ
ク
ル
ぱ
け

］．
と
会
ｎ

の
協
力
で
、

上
ド
ど
ち
ら
に
な

り
で
も
落
ち
な
い

マ
ジ
ノ
グ
だ
こ
つ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
．

羽
Ⅲ
さ
ん
に
．
た
こ
の
持
徹
や
楽

し
み
方
に
つ
い
て
説
明
を
聴
い
た
あ

と
．
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
．
さ
っ

そ
く
作
り
方
を
開
始
。
ヒ
ノ
キ
を
細

く
削
っ
た
も
の
を
冊
組
み
に
使
い
、

和
紙
を
張
り
合
わ
せ
、
ピ
ア
ノ
線
を

使
っ
て
引
き
糸
を
く
く
り
つ
け
て
作

る
も
の
で
す
が
、
バ
ラ
ン
ス
が
難
し

く
、
な
か
な
か
の
大
仕
事
。
そ
れ
で

も
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
あ
い
な
が
ら

午
後
一
時
近
く
に
全
員
が
完
成
し
ま

し
た
。

昼
食
の
あ
と
、
山
崎
連
動
場
に
場

所
を
移
勤
し
、
さ
っ
そ
く
自
分
た
ち

の
作
っ
た
た
こ
を
あ
げ
て
楽
し
み
ま

し
た
。
幸
い
風
も
あ
り
、
た
こ
は
空

高
く
舞
い
あ
が
り
、
子
供
た
ら
は
歓

声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、

百

メ
ー
ト
ル
あ
る
た
こ
糸
い
っ
ぱ
い

あ
げ
る
子
や
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
ず

な
か
な
か
あ
が
ら
な
い
子
隰
も
い
ま

し
た
が
、
最
後
は
み
ん
な
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
、
ひ
と
足
早
い
正
月
気
分

を
味
わ
い
な
が
ら
大
喜
び
し
て

い
ま

し
た
。

次
川
の
少
年
仲
間
づ
く
り
教
窒
は
、

米
年
の
一
月
十
。二
日
に
、
高
鴻
ス
キ

ー
場
で
「
雪
あ
そ
び
」
を
行
う
予
定

で
す
。

▲なかなかの手さぱきです

▲ 厂やったー、うまくあがった一」

お
詫
び
と
追
加

十
一
月
号
十
ペ
ー

ジ
の
町
内
一
岡
駅

伝
競
走
大
会
の
記
事
中
、
七
区
の
区
間

賞
が
抜
け
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
詫

び

し
て
追
加
い
た
し
ま
す
。

七
区

斉
－

松
男
｛
瀛
宗
山
｝

文

化

団

体
紹

介

国
見
ダ
ン
ス
愛
好
会

代
表

松

浦

利

枝

優
雅
で
消
ら
か
な
ワ
ル
ツ
、
軽
快

な
テ
ン
ポ
で
（

Ｉ
ド
に
ジ
ル
バ
、
楽

し
く
陽
気
に
サ
ン
バ
、
り
り
し
く
夕

ン
ゴ
、
軽
や
か
に
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
：
：

ダ
ン
ス
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず

「
歩
け
る
人
は
誰
で
も
踊
れ
る
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
ス
テ
ッ
プ
さ
え
覚

え
れ
ば
、
簡
単
に
踊
れ
、
音
楽
に
乗

っ
て
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
楽
し
め

る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

国
見
ダ
ン
ス
愛
好
会
は
、
昭
和
五

卜
六
年
の
町
民
学
校
で
の
開
校
を
基

に
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
の
魅
力

に
ひ
か

れ
た
者
た
ら
が
集
ま
り
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
会
の
目
的
は
、
音
楽
に
あ
わ

せ
楽
し
く
、
そ
し
て
健
康
的
に
誰
と

で
も
踊
れ
る
こ
と
で
す
。
毎
週
水
曜

日
七
時
半
か
ら
二
時
間
、
講
堂
に
お

い
て
、
県
北
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
連
合
会

黒
羽
唯
一
会
艮
の
指
導
に
よ
り
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
初
め
は
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
体
が
動
か
せ
な
い
の
で

す
が
、
自
信
が
な
く
て
も
堂
々
と
ス

テ
ッ
プ
を
踏
め
ば
き
れ
い
に
見
え
て

き
ま
す
。
ま
ず
は
、
音
楽
を
聞
き
体

で
党
え
。
そ
し
て
俥
問
同
士
お
互
い

に
兒
て
、
良

い
所
は
吸
収
し
、
良
く

な
い
所
は
、
注
意
す
る
こ
と
に
よ
り

妓
術
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
会
員
は
、
砂

二
十
名

そ
の
内
ご

二
分
の
二
は
女
性
で
パ
ー

ト
ナ
↓

が
少
な
い
の
が
寂
し
い
の
で

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
生
き
生
き
と
楽

し
く
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
も
町
文
化
祭
で
の
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
で
は
、
県
北
各
地
か
ら
ダ

ン
ス
愛
好
者
が
集
ま
り
、
音
楽
に
乗

り
、
楽
し
く
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
く
の

人
た
ち
の
ダ
ン
ス
を
見
る
こ
と
が
で

き
刺
激
さ
れ
練
習
に
も
熱
が
入
っ
て

き
た
よ
う
で
す
。

健
康
維
持
と
し
て
。
毎
日
毎
日
の

生
活
の
リ
ズ
ム
と
し
て
。
少
し
で
も

多
く
の
人
た
ち
に
ダ
ン
ス
の
良
さ
、

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。



町
民

学
校

だ
よ
り

後
期
の
町
民
学
校
と
し
て
３
コ
ー

ス
を
今
回
開
校
し
ま
し
た
。

◆
和
紙
人
形
教
室
は
毎
週
火
曜
日
。

十
二
月
十
八
口

ま
で
の
六
回
に
わ
た

っ
て
開
校
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
女

性
の
方
だ
け
十
九
名
。
夜
匕
時
か
ら

当
初
九
時
ま
で
の
予
定
で
し
た
が
九

時
半
ま
で
頭
張
っ
て
い
ま
す
。
閉
校

ま
で
に
四

つ
の
作
品
完
成
を
日
標
に

細
か
い
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

▲熱心に和籃人形づくりをする参加者のみなさん

◆
謡

曲
教
室

は
毎

週
金

曜
日

、
十
二

月
二

十

一
日

ま
で

の
六
回

に

わ
た
っ

て

開
校

し
て

い
ま

す
。

生
徒
は

女
性

一
二
名
、

男
十
六

名

の
叶
卜

九
名

。
公

立

藤
田

総
合

病
院

の
坂
東

嘔

務
長
を

講

師

に
夜
七

時

か
ら
九
時

ま
で

の
二

時

間

勉
強
し

て

い
ま
す

。
生
徒

は
昨

年

か
い」り
の

人

が
ほ
ど
ん

ど
で

す

が
謡

曲
独
特
な
音
符
に
苦
労
し
、
帰
宅
し

て
か
ら
は
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
を
先
生

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

町
内
史
跡
め
ぐ
り
の
記

公
民
館
主
催
に
よ
る
歴
史
教
窒
生

二
十
数
名
は
予
定
の
車
で
ま
ず
石
母

田
の
供
養
塔

に
詣
で
た
。
こ
の
石
塔

の
書
は
元
の
帰
化
僧
一
山
一
寧
の
筆
。

（
国
の
指
定

）
次
は
佐
藤
氏
の
宅
地

に
接
し
て
の
石
母
田
城
跡
、
数
百
年

の
歴
史
を
秘
め
て
光
る
内
堀
の
水
は

紅
葉
を
う
つ
し
て
美
し
い
。

発
掘
調
査
で
日
の
日
を
兇
だ
岩
淵

遺
跡
、
こ
こ
は
県
内
外
の
兄
学
が
多

い
と
か
、
今
か
ら
四
ｆ
瓦
百
年
前
の

住
居
跡
、
右
に
牛
沢
川
を
ひ
か
え
て

魚
介
が
豊
富
だ
っ
た
と
は
羨
ま
し
い
。

下
っ
て
光
明
寺
初
代
伊
達
朝
宗
夫
人

の
墓
所
、
重

い
五
輪
塔
は
赤
だ
き
の

玉
垣
で
守
ら
れ
て
い
る
。
湧
水
で
有

名
な
お
沌
の
明
神
様
。
池
の
底
ま
で

見
え
る
冊
水
が
魅
力
。
昔
か
ら
小
学

生
遠
足
の
拠
点
、
数
多
い
子
供
遠
の
。

ふ
る
さ
と
意
識
を
深
く
印
象
づ
け
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
森
山
古
墳
を
あ
と

に
し
て
、
小
坂
峠
の
茶
屋
で
信
遠
早

野
を
一
望
に
し
て
名
物

お
で
ん
と
熱

い
う
ど
ん
で
腹
を
み
た
し
た
。
降
っ

て
伊
建
家
十
三
代
成
宗
の
墓
。
な
ぜ

こ
ん
な
山
裾
に
の
疑
問
に
菊
池
さ
ん

は
。
さ
す
が
伊
建
家
も
相
続
の
事
で
、

こ
こ
に
松
音
寺
を
建
て
隠
居
し
こ
こ

で
生
涯
を
閉
じ
た
か
ら
と
。
次
は
今

呑
県
指
定
の
塚
野
目
八
幡
塚
占
墳
、

徳
江
観
音
堂
、
沼
田

神
社
の
袖
巧
な

彫
刻
を
か
い
間
兇
で
再
び
公
民
館
に

引
き
あ
げ
て
解
散
し
た
。

郷
土
史
研
究
会
長

佐
久
間
瘋
次

Ａ伊達朝家夫人の菖で

塩
川
町
公
民
館
訪
問

塩
川
は
名
の
と
お
り
川
の
多
い
町

で
あ
る
。
稀
苗
代
湖
の
水
、
会
津
の

山
々
か
ら
流
れ
出
る
水
が
、
町
の
周

辺
を
洗
う
。

去
る
十
一
月
二
十
八
日
、
国
見
町

の
社
会
教
育
委
員
、
公
民
館
運
審
委

員
、
職
員
計
十
七
名
は
、
塩
川
町
の

公
民
館
で
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

人
口
約
一
万
五
百
人
、
今
年
度
優
良

公
民
館
と
し
て
文
部
大
臣
か
ら
表
彰

さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
教
青
の
行
政

や
事
業
等
お
互

い
に
意
見
を
出
し
合

い
研

修
を
深

め

る
ね
ら

い
で

あ
る

。

わ

れ
わ
れ

一
同
を

教
育

長

。
館
長

さ

ん

は
じ

め
関
係

者
総

動
員

で
暖

か
く

迎
え

て
く

れ
ま

し
た

。
各
担

当
者

か

ら
町

の
概
要

や
社

会

教
育
事

業
の
説

明

が
あ
り

。
問
題

点
を

出
し
合

い
意

見
を

交
検

し
ま

し
た

。
事
業

そ
の
も

の
は
国
兇

町
と

大
差

は
な

く
、
疔

少

年

、
婦
人

、
成

人
商
齢

者

教
育
な

ど

生
涯

学

習
の

実
現

に
向
っ

て
一
人

一

学
習
、
奉

仕
、

健

康
づ
く

り
に
努
力

し

て

い
る
姿

が
み
う

け
ら

れ
ま
し

た
。

施
設

の
面
で

は
、
福

祉

セ
ン

タ
ー

（

公
民

館

）、
町

民

体
育
館

、
老
人
憩

の
家

。
生

き
が

い
セ
ン

タ
ー
が
一

箇

所

に
建

般

さ
れ
て

い
ま
す

。
文
化
財

を
保
存

し
て

い
る

展
示
室

。
図

書
室

の
み

ご
と

さ
。
高
齢

者

が
気
楽

に
利

用

し

た
り
実

習

に
励

む
こ

と
の
で

き

る
憩

の
家
や

セ
ン

タ

ー
、
町
民
を

大

切

に
扱

っ
て

い

る
行

政

の
き
め

の
こ

ま
か

さ
が
感

じ
ら

れ
ま

し
た
。

町

の
店

先
の
の

れ
ん

の
風
情

、
自

由

民

権
運
動

の
発

祥
地

と
し
て

の
自

負
、

熱
心

な
関
係
者

、
共

に
社
会

教

育
振

興
の

た
め
が

ん
ば

る
こ

と
を
誓

い
合

い
会
津

路
を

後

に
し
ま

し
た
。

県
婦
人
学
級
生
大
会

参

加

報
告

今
年
度
の
県
婦
人
学
級
生
大
会
は
、

雨
雪
ま
じ
り
の
十
一
月
二
十
日
相
馬

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
婦
人
学
級
生
四
名
と
職
員
計

五
名
で
参
加
、
運
転
手
さ
ん
の
み
ご

と
な
（

ン
ド
ル
さ
ば
き
で
言
の
霊
山

を
越
え
る
。
会
鳩
に
は
、
県
内
の
各

地
方
か
ら
参
集
し
た
学
級
生
約
四
百

人
余
。
「
生
涯
の
各
時
期
に
お
け
る

婦
人
の
掌
習
の
あ
り
方
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
。
幼
年
期
、
少
年
期
。
青
年

期
の
子
ど
も
を
も
つ
婦
人
等
そ
れ
ぞ

れ
の
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
自

分
た
ち
の
学
級
の
活
助
報
告
、
問
題

点
、
家
庭
や
地
域
の
婦
人
の
役
割
な

ど
活
発
で
真
剣
な
協
濃
が
続
く
。
私

た
ち
町
の
婦
人
学
級
生
も
、
参
加
し

た
以
上

必
ず
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を

実
行
に
移
し
、
積
極
的
に
話
し
合

い

に
加
わ
り
有
意
義
な
時
を
遇
し
ま
し

た
。
最
後
に
「
婦
人
の
今
日
的
な
学

習
課
題
を
考
え
る
」
の
購
演
が
あ
り

第
一
日
目
を
終
了
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
福
鳥
市
で
開
催
の
予
定
、

も
っ
と
参
加
人
数
を
増
や
し
学
習
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

寄
　

贈

○
押
絵
　
一
点

山
崎

早
田
精
さ
ん

○
造
花
ヶ
Ｉ
ス
入
外
一
点

貝
田
　

高
橋
ナ
ヲ
さ
ん

〇
図
書
「
趣
味
の
園
芸
」
百
こ
一
十

五
冊

藤
田
　
佐
藤
勝
太
郎
さ
ん

○
図
書
「
あ
つ
か
し
十
五
周
年
記

念
句
集
」
一
冊

あ
つ
か
し
俳
句
会



徳
江
大
橋
が
完
成

～
地
元
町
民
ら
が
喜
ぴ
の

渡
り
初
め
～

国
見

町

と
梁
川

町
を

結

ぶ
広
域
裏

道
橋

と
し
て

、
徳
江

地

内
の
阿

武

限

川

に
建

設
中

だ

っ
た
徳
江

大

橋
が

完

成
し
、

十

一
月

二

十
七
日

、
午

前
十

一
時

か
ら
完
工

式

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

式

に
は
、

友
田

副
知

事
、
菊

地
政

治
町
長

、
工

事
関

係
者

、
地
元

住
民

な
ど
約
千

名

が
出

席
し

、
神
事

の
擒

、

友

田
副

知
事

ら
の
テ

ー
プ

カ

ッ
ト

と

同

時

に
、
菊
地

町

長
ら

が
く
す
玉

を

わ
り
、
実

沢
平

作

・
サ
ツ

さ
ん

グ
髟

（
第
八

）
佐
久

間
貞

吉

・
カ
ネ

さ
ん

夫
妻
（
川

内

）
の
こ

組
の
一
二
代

夫
婦

を

先
頭

に
全
員

で
喜

び
の

渡
り

初
め

を

し
ま
し

た

。

徳
江
大

橋
は

、
去

る
五

十
五
年

か

ら
五

年

が
か
り

で
建

設

さ
れ
た

も
の

で

、
全

長
一
二
百

十
七

・
ニ

メ

ー
ト

ル
、

幅

九
メ

ー
ト
ル

（
車

道
六

メ

ー
ト

ル
、

両

側
一

・
五

メ

ー
ト

ル
の

一
段

高

い

歩

道

）
で

、
総
工

費

は
十
こ
一
億
二
千

二
百

万
円

。

こ
の
檎

の
完
成

で

、
国
見

、
梁
川

両
町
の
往
来
は
か
な
り
の
短
縮
と
な

り
、
農
産
物
の
流
通
要
路
、
あ
る
い

は
生
活
道
路
と
し
て
大
い
に
役
立
つ

こ
と
で
し
ょ
う
。

▲渡り初めをする町民たち

野
田
希
恵
さ
ん
が

来

庁

国

見
町

出
身

で
中
国

残
留

孤
児
の

野
田

希
恵

さ
ん

（
中
国

名
朱

桂
琴

さ

ん
　

四

十

五
歳

）

が
、
ｔ

一
月
ニ
ト

六
日

、
姉

の
畏

沢
芳
江

さ
ん

夫
婦
（

北
海

道
北
見

市

在
住

）
ら
と

と
も

に

役
場

を
訪

れ
ま

し
た

。
ま
た

、
当
時

満
州

か
ら
姉

の

芳
江

さ
ん
と
兄

の
将

葵
さ
ん

（

ブ
ラ

ジ
ル
在

住

）
を
引
き

ｈ

げ
て

き

た
後
藤

松
男

さ
ん

（
第
卜

二

）
も
同

席

し
ま

し
た

。

希
恵

さ
ん

は
、
昭

和
二

十

‐‐。
年

八

月
、
七
歳
の
時
に
中
岡
人
に
贖
ら
れ

贇
父
毋
に
育
て
ら
れ
、
今
回
の
来
日

で
、
念
願
の
姉
妹
確
認
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

希
恵
さ
ん
は
、
こ
の
日
、
親
類
の

野
田
長
四
郎
さ
ん
（
並
柳
）
宅
を
訪

れ
、
亡
母
キ
ク
さ
ん
の
墓
参
り
を
し
、

翌
日
、
芳
江
さ
ん
の
住
む
北
見
市
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。

大
木
戸
小
で

り
ん
ご
を
収
穫

ト

ー
月
二
十
八
日
、
大
木
戸
小
学

校
で
、
五
、
六
年
生
四
十
四
名
全
員

に
よ
る
ふ
じ
り
ん
ご
の
収
穫
を
行
い

ま
し
た
。

励
労
体
験
的
学
習

の
一
週
と
し
て

大
木
戸
小
学
校
で
は

”
ふ
れ
あ
い
の

時
聞
”
を
設
け
、
子
供
た
ち
に
、
動

労
と
収
穫
の
喜
び
を
昧
わ
っ
て
も
ら

お
う
と
、
昭
和
五
卜
丑
年
か
ら
始
め

て
今
年
が
五
年
目
。

四
月
に
花
粉
づ
け
を
五
、
六
年
生

が
行
い
、
六
月
に
は
袋
か
け
、
十
月

に
は
袋
取
り
を
行
い
、
こ
の
日
の
収

穫
と
な
っ
た
も
の
で
、
Ｐ
・
Ｔ
・
Ａ

の
協
力
を
得
、
子
供
た
ら
が
丹
柚
こ

め
て
実
ら
せ
た
り
ん
ご
は
、
前
日
の

強
阻
に
も
め
げ
ず
、
枝
も
た
わ
わ
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
収
穫
は
。
三
本
の
木
で

合
計
千
個
く
ら
い
。
学
校
で
は
、
全

校
生
で
分
か
ち
あ
う
と
の
こ
と
で
、

子
供
た
ち
は
、
白
分
た
ち
の
手
で
作

っ
た
お
い
し
い
り
ん
ご
に
舌
つ
づ
み

を
う
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲歓談する右から貴恵さん．芳江さん

▲脇力してりんご取りをする５・６年生

～ 国 見 町 民 憲 章 ～
1｡あたた かく 、たすけあう町をつく りましょう。

1.楽しく 働いて 、豐かな网をつくりましょう。

1.すこ やかで､ よろこびに生きる町をつくり ましょう。

1.力をあわせて 、すがすがしい町をつくり ましょう。

I.  教 育と文化を高め､ 希望にみちた眄をつくり ましょう。

編

集

日

記

○
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か

に
な
り
ま
し
た
。
ふ
り
か
え
っ
て
み

る
と
。
徳
江
大
橋
の
開
通
、
交
通
死

亡
事
故
連
続
発
な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
や
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
、
ま
た
、
何
か

と
話
題
を
よ
ん
だ
新
札
発
行
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

○
と
こ
ろ
で
。
こ
れ
か
ら
年
末
年
始

に
か
け
て
、
何
か
と
忙
し
い
と
は
思

い
ま
す
が
、
こ
の
一
年
間
を
ふ
り
か

え
っ
て
み
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
い
い
お
正
月
を
迎

え
た
い
も
の
で
す
ね
。

○
今
年
一
年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
Ｓ

発
汀
・
編
集

国
見
町
企
画
課

福
鳥
県
伊
達
郡
岡
兇
町
大
字
藤
田
字
一
丁
田
こ
２
の
Ｉ

価
九
六
九
一

一
七
　

魯
（
○
二
四
五
）
八
五
一
二
一
一
一
【
代
表
】
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